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敷地近傍の地形
 敷地近傍陸域の地形は，寺泊・西山丘

陵，中央丘陵及び柏崎平野からなる。

 寺泊・西山丘陵は，日本海に面した標
高150ｍ程度以下のなだらかな丘陵
である。

 中央丘陵は，ＮＮＥ－ＳＳＷ方向に連
続する標高300ｍ程度の丘陵である。

 柏崎平野は，鯖石川，別山川等により
形成された南北15km，東西４km～
７kmの沖積平野であり，平野西側の
海岸部には荒浜砂丘が分布する。

 敷地は，寺泊・西山丘陵の南西部の日
本海に面した荒浜砂丘北部に位置する。
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敷地近傍の地質構造

 敷地北側の寺泊・西山丘陵南部には，ＮＥ－

ＳＷ方向の後谷背斜及び長嶺背斜が分布し，

両背斜間には，真殿坂向斜が位置する。

 敷地における地質調査結果によると，後谷背

斜及び真殿坂向斜は敷地に連続し，後谷背斜

は敷地中央部付近で，真殿坂向斜は敷地の南

端部付近でそれぞれ海域に達する。

 柏崎平野東側の中央丘陵においては，ＮＮＥ

－ＳＳＷ方向ないしＮＥ－ＳＷ方向に連続す

る中央油帯背斜が分布する。
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敷地近傍の地質層序

NG

Ata-Th
Kkt

約３３～３４万年前
加久藤テフラ

（Kkt）

約２４万年前
阿多鳥浜テフラ
（Ata-Th）

約１３万年前
中子軽石層

（NG）

降下時期名称

○主な指標テフラ
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敷地近傍の空中写真判読図

 空中写真判読の結果によると，敷地近傍
の柏崎平野周辺に分布する段丘面は，段
丘面の標高，分布形態，連続性，面の開
析程度等により，高位からH面群，MⅠ

+

面，MⅠ面，MⅡ面及びLⅠ面に区分され

る。

 最も広く分布する段丘面はMⅠ面である。

 敷地及び敷地近傍にリニアメントは判読
されない。
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MⅠ面の構成層

岸ほか（1996）に加筆
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 大湊砂層で構成されるMⅠ面は，柏崎市

大湊付近から南西側に分布している。

 安田層で構成されるMⅠ面は，柏崎平野

の東縁部～南部に分布している。

 MⅠ面は，大湊砂層あるいは安田層から
構成され，大湊砂層上限面付近に中子軽
石層：NG（MIS5e離水期）が挟在する
ことから，断層の活動性評価の示標とな
る。

 なお，町田・新井（2003）によると，
中子軽石層（NG）は飯縄上樽テフラｃ
（In-Kt（c））に対比されている。

柏崎刈羽
原子力発電所
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大湊砂層と安田層上部層の堆積環境

 下末吉海進における離水面は，大湊砂

層上限面及び安田面を連ねた高度分布

により復元され，柏崎平野中央部を中

心とする盆状を呈している。

 本地域の堆積環境としては，バリアー

システムがあてはまり，大湊砂層はバ

リアーの構成層（砂州），安田層上部

層はバリアー背後のラグーンの構成層

と考えられる。

岸ほか（1996）に加筆

柏崎刈羽原子力発電所
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中部～上部更新統の堆積年代調査位置図

柏崎刈羽原子力
発電所

発電所北側
（ボーリング２孔，微化石分析２孔）

発電所敷地内
（ボーリング３孔，微化石分析３孔）

横山地点
（ボーリング２孔，微化石分析１孔）

敷地及び敷地近傍に広く分布する中部～上

部更新統の堆積年代について詳細に分析する

ために地質調査を左図に示す３地点で実施。

発電所北側

2007年新潟県中越沖地震後に群列ボーリン

グ調査を実施した地点（北-2測線）。

発電所敷地内

2007年新潟県中越沖地震後に群列ボーリン

グ調査を実施した地点。

横山地点

柏崎平野団体研究グループ（1966）が安田

層を定義した地点。
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阿多鳥浜テフラ
（約24万年前）

微化石分析結果の例（発電所敷地内：G-16孔）
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海水準変動 太田ほか（2010）をもとに作成

阿多鳥浜テフラ
（約24万年前）

汽水淡水 汽水 淡水

MIS6MIS８ MIS７MIS９MIS10

暖

気
温

寒

高

海
面

低

海
水
準

加久藤テフラ（約33～34万年前）と阿多鳥浜テフラ（約24万年前）の位置と年代を基準に，前後の地層に
含まれている微化石から当時の環境を推定した結果，敷地の古安田層はMIS10からMIS7とMIS６の境界付近
に至る時期にかけて堆積した中期更新世の地層と判断される。
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地質調査の結果から，一部に谷埋堆積物が確認されたことや，テフラ・微化石分析
結果などから総合的に次のように評価。

古安田層は， MIS10に始まりMIS7～MIS6に至る徐々に海水準が低下した時期に
堆積した地層（中部更新統）である。

その後，海水準が下がったMIS6において，古安田層が地表に現れ，一部に谷が形
成されたが，MIS6からMIS5eに至る海水準の上昇に伴い，谷が埋積された（安田
層下部層）。さらに，MIS５eの高海水準期に大湊砂層（横山地点では安田層上部
層）が堆積した。

発電所周辺の中部～上部更新統の分布と堆積時期
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まとめ

 空中写真判読結果によると，敷地近傍及び敷地にリニアメントは判読され

ない。

 柏崎平野周辺において最も広く分布するＭⅠ面は，大湊砂層あるいは安田層

上部層から構成される。

 大湊砂層及び安田層の下位に分布する古安田層は， MIS10に始まりMIS7

～MIS6に至る徐々に海水準が低下した時期に堆積した地層（中部更新統）

である。
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敷地近傍及び敷地の地質・地質構造
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 柏崎刈羽原子力発電所の敷地近傍及び

敷地の地質構造は，西山層以下の地層

にみられる褶曲構造に特徴付けられ，

NE－SW方向の後谷背斜及び長嶺背斜，

両背斜間に真殿坂向斜が分布する。
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ML08－1

 発 震：［海域］エアガン
（7800cu.in.，1500cu.in.，480cu.in.）

［陸域］大型バイブレータ４台ほか

 発震点間隔：［海域］25ｍ
［陸域］敷地からの距離に応じて25m，50m，100m，

500m～1km
 受 振：［海域］デジタル海底ケーブル

［陸域］デジタルテレメトリ型，独立型

 受振点間隔：［海域］25m
［陸域］敷地からの距離に応じて25m，50m

 測 線 長：総延長約20km（2測線分）

 発 震：エアガン（ 7800cu.in.）
 発震点間隔：50ｍ

 受 振：ストリーマケーブル（444ch）

 受振点間隔：12.5m
 測 線 長：総延長約40km（2測線分 ）

反射法地震探査結果（陸域～海域の測線位置図）

ML08－2

柏崎刈羽原子力発電所
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 真殿坂向斜の深部に想定される真殿坂断層は，緩やかに西へ傾斜するSタフに収

斂する構造であると考えられる。

0            1            2            3             4          5km

0

-500

-1000

-1500

-2000

-2500

-3000

-3500

-4000

-4500

-5000

-5500

-6000

-6500

-7000

-7500

-8000

-8500

-9000

-9500

-10000

標
高

（
m

）

浅海域 陸域SN91-A

Sタフ
グリーンタフ

基盤岩類

反射法地震探査結果（ML08－1測線）

真殿坂断層

ML08－1測線



18

0

-500

-1000

-1500

-2000

-2500

-3000

-3500

-4000

-4500

-5000

-5500

-6000

-6500

-7000

-7500

-8000

-8500

-9000

-9500

-10000

標
高

（
m

）

0            1            2            3             4          5km

浅海域 陸域SN91-A
ML08－2測線

真殿坂断層

Sタフ

グリーンタフ
基盤岩類

 真殿坂向斜の深部に想定される真殿坂断層は，緩やかに西へ傾斜するSタフに収

斂する構造であると考えられる。

反射法地震探査結果（ML08－2測線）
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反射法地震探査結果（北－2測線）
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後谷背斜 真殿坂向斜

 真殿坂向斜は椎谷層及び西山層が向斜軸の北西側で急傾斜を示す非対称な向斜構造であり，

同向斜構造はほぼ水平な古安田層及び大湊砂層等に覆われている。

1000600400200 北-２測線位置図

北－２

後谷背斜
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 ボーリング調査の結果

によると，褶曲構造を

呈する西山層及び椎谷

層を古安田層が不整合

に覆い，同層中に挟在

する阿多鳥浜テフラ等

の火山灰層が真殿坂向

斜を挟んでほぼ水平に

分布していることが確

認された。

ボーリング調査結果
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 空中写真判読結果によると，長嶺背斜及び高町背斜の東翼を含め，寺泊・

西山丘陵の全域において，リニアメントは認められない。

 反射法地震探査の結果によると，真殿坂向斜の深部に想定される真殿坂断

層は寺泊層下部に挟在するＳタフに収斂し地下深部に連続しない。

 ボーリング調査の結果によると，真殿坂向斜を挟んで古安田層中に挟在す

る阿多鳥浜テフラ（約２４万年前）などがほぼ水平に分布している。

 以上のことから，真殿坂断層は阿多鳥浜テフラ降下以降の活動はないと評

価され，震源として考慮する活断層ではないと判断される。

まとめ
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■ 荒浜砂丘団体研究グループ（1993）
「刈羽村寺尾で上部中新統の椎谷層から上部更新統の番神砂層下部までを通して切る断層

を発見した」
と報告している。

調査周辺位置図

荒浜砂丘団体研究グループ（1993）の評価

図は，※１に加筆して作成

柏崎刈羽
原子力発電所

後谷背斜 地質層序

調査地点の位置および周辺地域の地質

寺尾

寺尾

後谷背斜
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反射法地震探査結果（北－2測線）
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後谷背斜 真殿坂向斜

 反射法地震探査結果から，後谷背斜軸部付近において，

地下深部へ連続する断層は認められない。

1000600400200

：荒浜砂丘団体研究グループ
（1993）が活断層と評価して
いるA断層の想定延長位置

北-２測線位置図

寺尾
北－２

後谷背斜
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寺尾付近の断層の評価（断層変位の累積性に関する見解）

 第１トレンチ南面における地層

の変位量について，椎谷層中の

鉛直変位量（約９０ｃｍ）は，

その上の安田層中の鉛直変位量

（約１２０ｃｍ）に比較して小

さく，変位量の累積性は認めら

れない。

 断層は，上方から下方に向かっ

て，枝分かれをしている。これ

は，安田層あるいは番神砂層中

で発生した断層が下方に向かっ

て枝分かれしたものであり，地

すべり性の断層の特徴と考えら

れる。

第１トレンチ南面の東京電力㈱によるスケッチ
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○荒浜砂丘団体研究グループ（1993）は，寺尾付近の断層について活断層と

評価している。

しかし，

 新潟県中越沖地震後に実施した反射法地震探査結果によると，後谷背斜軸部

付近に地下深部へ連続する断層が認められないこと。

 断層の変位量は下方に向かって小さくなり，活断層の特徴である変位の累積

性が認められないこと。

 断層は上方から下方に向かって枝分かれをしたものとみられること。

 以上より，寺尾付近の断層は地すべり性の断層と判断され、震源として考慮

する活断層ではない。

まとめ
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反射法地震探査測線の位置
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斜

真
殿

坂
向

斜

後
谷

背
斜

5km

柏崎刈羽
原子力発電所

北-2

ML08-1

KK-T2

KK-T4
KK-T3

南-１

 北－２測線及びＫＫ－Ｔ２測線は，敷地の北方約２．５
kmに位置し，後谷背斜，真殿坂向斜，長嶺背斜を横断す
る測線である。ボーリング調査（８孔）及び油圧インパ
クター１台で反射法地震探査を実施している。

 ＭＬ０８－１線は，敷地の北側に位置し，後谷背斜，真
殿坂向斜，長嶺背斜を横断する測線である。バイブレー
タ－４台とエアガンで反射法地震探査及び海上音波探査
を実施している。

 ＫＫーＴ４測線及びＫＫ－Ｔ３測線は，敷地の南方約２．
５kmに位置し，長嶺背斜を横断する測線である。油圧イ
ンパクター１台で反射法地震探査を実施している。

 南－１測線は，敷地の南方約３．５kmに位置する測線で
ある。バイブレーター１台で反射法地震探査を実施して
いる。



29

 北－２測線～KK-T2測線に沿って，柏崎平野のMⅠ段丘面の標高分布断面（地形断面）をDEMに基づいて作成。

柏崎平野における段丘面の高度分布

北-2測線

DEMに基づく
標高分布断面範囲

柏崎刈羽
原子力発電所

ＫＫ－Ｔ２測線

地形断面図（着色部はＭⅠ面）
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柏崎平野における段丘面の標高分布と地質構造

（寺泊・西山丘陵側） （中央丘陵側）

北－２・KK-T2測線の震度断面とその解釈図

（柏崎平野）

 ＭⅠ面は寺泊・西山丘陵側では緩や

かな東傾斜を，中央丘陵側は緩やか

な西傾斜を示しており，柏崎平野を

横断して，ＭⅠ面の分布標高に高度

不連続は認められない。

 長嶺背斜の東側にみられる断層については，

深部まで連続しない。
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反射法地震探査結果（北-2測線＋KK-T2測線）統合解析結果

←西 東→

（縦：横 ＝ 1：1）
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-900
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0
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標
高

（m）

100
0

4000

次頁表示の詳細図範囲
後谷背斜 真殿坂向斜

長嶺背斜

 長嶺背斜の東側において西山層およびそれ以下の地層は，大局的には緩やかな向斜構造

を示し，西山層及び椎谷層中には，数条の西傾斜の逆断層が認められるが，その断層は

深部まで連続するものではない。

北－２・KK-T2測線の統合解析結果
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 長嶺背斜の東側にみられる断層については，灰爪層下部に変位を与えているものの，

灰爪層の中部及び上部に変位を与えていない。

長嶺背斜東側にみられる伏在断層

北－２・KK-T2測線の深度断面とその解釈図（浅部拡大）
北－２・KK-T2測線の統合解析結果
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 長嶺背斜（高町背斜）周辺に，地下深部に連続する断層は認められない。

0            1            2            3             4          5km

0

-500
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-1500
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-2500

-3000

-3500

-4000

-4500

-5000

-5500
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-6500

-7000

-7500

-8000

-8500

-9000

-9500

-10000

標
高

（
m

）

浅海域 陸域SN91-A

Sタフ
グリーンタフ

基盤岩類

反射法地震探査結果（ML08－1測線）

真殿坂断層

ML08－1測線

長嶺背斜
（高町背斜）
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反射法地震探査結果（KK-T4測線＋KK-T3測線）

←西 東→

（縦：横 ＝ 1：1）

 高町背斜の東側においては，西山層及びそれ以下の地層は緩やかな向斜構造を示す。

 西山層以下の褶曲構造を灰爪層が不整合に覆い，灰爪層は緩やかな同斜構造を示す。

 地下深部に連続する断層は認められない。
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（長嶺背斜）
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←西 東→

（縦：横 ＝ 1：1）

 西山層以下の地層は，平野内はやや波状を呈するものの，西傾斜の緩やかな同斜構造を示す。

 中央油帯背斜西翼～平野～海岸付近にかけて，地下深部に連続する断層は認められない。
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 空中写真判読結果によると，長嶺背斜及び高町背斜の東翼を含め，寺泊・

西山丘陵の全域において，リニアメントは認められない。

 柏崎平野下にみられる長嶺背斜等の褶曲及び長嶺背斜の東翼にみられる断

層を横断して，ＭＩ面の分布標高に高度不連続は認められない。

 反射法地震探査結果によると，長嶺背斜及び高町背斜の東翼においては，

西山層及びそれ以下の地層が緩やかな向斜構造を示し，地下深部へ連続す

る断層は認められない。

 北-2測線及びＫＫ－Ｔ２測線で実施した反射法地震探査結果によると，長

嶺背斜の東側において灰爪層下部に変位を与える断層が認められるものの，

同断層は灰爪層中部及び上部に変位を与えていない。

 以上のことから，長嶺背斜及び高町背斜東翼の断層の後期更新世以降の活

動はなく，震源として考慮する活断層ではないと判断される。

まとめ
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1. 敷地近傍及び敷地の地質・地質構造

2. 真殿坂断層の評価

3. 寺尾付近の断層の評価

4. 長嶺背斜及び高町背斜東翼の断層の評価

5. 敷地内の断層の評価
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敷地の地質調査

敷地の地質調査位置図

３箇所立坑調査

延長約1,６１５ｍ
試掘坑調査

（5，６，７号炉）

延長約２,１７０ｍ
試掘坑調査

（１，２，３，４号炉）

約830孔

延長約71,5００ｍ
ボーリング調査

７測線

延長約１８km
反射法地震探査

調査数量調査項目

敷地の地質調査内容
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敷地の地質

敷地の地質層序表

敷地の地質図

M
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界
付

近
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１号炉

２号炉

３号炉

４号炉

５号炉
６号炉

７号炉

40

敷地の地質構造

後
谷
背
斜

真殿坂向
斜

 敷地北部では椎谷層が上
位の西山層に囲まれて，
敷地南西部では灰爪層が
下位の西山層に囲まれて
分布している。

 後谷背斜及び真殿坂向斜
は，NE－SW方向に連続
し，全体としてSW方向

にプランジしている。

Ⅰ

Ⅰ’

Ⅱ’

Ⅱ

敷地の地質構造図



4141

敷地の地質断面図（Ⅰ－Ⅰ’断面）

後
谷
背
斜
→

真
殿
坂
向
斜
→

Ⅰ

西山層

西山層

椎谷層

古安田層

寺泊層

標高
（m）

Ⅰ’
100

-100

-200

-300

0

-400

-500

-600

-700

-800

-900

-1000

100

0

-100

-200

-300

※地層の色の淡い部分は，掘削前の原地山における地
層分布を示す。

番神砂層・大湊砂層

新期砂層
 中部更新統の古安田層以上の地層

は，下位の灰爪層以下の地層を不
整合に覆ってほぼ水平に分布する。
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敷地の地質断面図（Ⅱ－Ⅱ’断面）

※地層の色の淡い部分は，掘削前の原地山における地層分布を示す。

後
谷
背
斜
→

真
殿
坂
向
斜
→ Ⅱ’
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Ⅱ100

0

-100

-200

-300

西山層

西山層

椎谷層

古安田層

番神砂層・大湊砂層

新期砂層  中部更新統の古安
田層以上の地層は，
下位の灰爪層以下
の地層を不整合に
覆ってほぼ水平に
分布する。
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（縦：横 ＝ 1：1）

←S N→

-500

-1500

0 3000

6000 7000

距離（m）
4000

5000

標
高

（m）

-1000

-3000

0

-2500

-2000

-3000

-2500

-500

-1500

標
高

（m）

-1000

0

-2000

後
谷
背
斜

真殿坂向
斜

KK
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反射法地震探査結果（南－2～KK－a測線）

南
－

2

 ボーリング調査結果と同様に，真殿坂向斜と後谷背斜が確認された。

後谷背斜
真殿坂向斜
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（縦：横 ＝ 1：1）
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反射法地震探査結果（KK－f測線）

後
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斜

KK－f

E→

 ボーリング調査結果と同様に，後谷背斜東翼及び真殿坂向斜が確認された。

 古安田層以上の地層は，西山層を不整合に覆ってほぼ水平に分布している。

真殿坂向斜 高町背斜

-100

100

0

後谷背斜
←W
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大湊側の敷地に分布する断層の評価
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原子炉施設設置位置付近の地質・地質構造

 ６号及び７号炉周辺に分布する断層は，ＮＷ－ＳＥ～ＮＮＷ－ＳＳＥ走向で高角度の断層（Ｖ系断層），層

理面に平行な断層（Ｆ系断層），ＥＮＥ－ＷＳＷ走向で低角度で南に傾斜するＬ1 断層とそれから分岐する層

理面に平行なＬ2 断層，層理面に平行なａ断層（※）とそれに合流する高角度のｂ断層（※）からなる。

６号及び７号炉原子炉施設設置位置付近（標高約－13m）の地質水平断面図

（※）a断層，ｂ断層については，７号炉基

礎掘削時に全て取り除いており，現在
は存在しない。
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6号炉心を通る汀線直交方向の地質鉛直断面図

※地層の色の淡い部分は，掘削前の原地山における地層分布を示す。

西山層

古安田層
古安田層

椎谷層



4848

7号炉心を通る汀線直交方向の地質鉛直断面図

※地層の色の淡い部分は，掘削前の原地山における地層分布を示す。

西山層

古安田層古安田層

椎谷層

新期砂層
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6・7号炉心を通る汀線平行方向の地質鉛直断面図

※地層の色の淡い部分は，掘削前の原地山における地層分布を示す。

西山層

古安田層

椎谷層

新期砂層
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西山層

50

Ｖ系断層の性状

 Ｖ系断層はＶ1，Ｖa，Ｖb，Ｖ2，Ｖc，Ｖ3 及びＶ4 断層からなる。

 Ｖ1，Ｖ2，Ｖ3 及びＶ4 断層は主として５号炉試掘坑調査で，Ｖa，Ｖb 及びＶc 断層は６号及び７号炉試掘坑調査で確認している。

 Ｖ系断層は，北西-南東走向で高角度西傾斜（一部鉛直～東傾斜）の断層（Ｖ1～Ｖ3，Ｖa～Ｖc 断層）と，北北西-南南東走向で

高角度東傾斜の断層（Ｖ4 断層）からなる。

 いずれも破砕部と薄い粘土を伴い，破砕幅は0cm～20cm 程度，粘土幅はフィルム状～1.5cm 程度である。

 破砕部は，Ｖ２断層で最も厚く最大20cmを示している。

V系断層の一例

Ｖa断層（７号炉A-S坑（-13m）西側壁）

破砕部 西山層西山層
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西山層

西山層

51

Ｖ系断層の変位量

変位センスは，西傾斜（一部鉛直～東傾斜）のＶ1～Ｖ3 断層，

Ｖa～Ｖc 断層では，西落ちを示し条線方向も縦ずれを示すこ

とから，西落ち正断層である。

東傾斜のＶ4 断層では，東落ちを示し条線方向はばらつくもの

のおおむね縦ずれを示すことから，東落ち正断層である。

変位量は，近傍に分布する同系統の小断層の変位量を含めると

Ｖ1 断層で約3.0ｍ，Ｖ2 断層で約3.8ｍ，Ｖ3 断層で約3.8ｍ，

Ｖ4 断層で約3.2ｍ，Ｖa 断層で1.35ｍ，Ｖb 断層で約3.0ｍ，

Ｖc 断層で0.8ｍとなっており，Ｖ2 断層及びＶ3 断層でそれぞ

れ最大（約3.8ｍ）となっている。
Ｖ系断層の条線方向

Ｖ2断層の変位量（Ｖ2坑）

※断層の走向傾斜は
代表的な値を表記

※Ｖ２断層上盤側と下盤側の挟在層から変位量を確認。変位量は凝灰岩を
基準として約2.9ｍ～約3.8ｍである。
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西山層

※断層の走向傾斜は
代表的な値を表記

52

Ｆ系断層の性状

Ｆ系断層は，北北東-南南西走向で西に緩く傾斜する

層理面に平行な断層で，下位からＦ2，Ｆ3 及びＦ４断

層からなる。

幅0cm～20cm 程度の破砕部及びフィルム状～幅

5cm程度の黒色粘土を伴う。

条線方向はばらついているが，Ｖ系断層を基準とす

ると見かけ逆断層的な変位を示す。

Ｆ3断層（６号炉B-E坑北側壁）

黒色粘土

破砕部

西山層

西山層

Ｆ3断層の条線方向
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Ｆ系断層の連続性

５号，６号及び７号炉周辺で実施したボーリング調査から，Ｆ系断層の分布及び

連続性を把握した。

Ｆ2 断層は，西方（ボーリングNo.1，2，3 及び5 孔）には分布しないものの，

これ以外の６号及び７号炉周辺のほとんどのボーリングで分布が確認されており，

比較的連続性が良い。

Ｆ3 断層は，６号及び７号炉周辺のほとんどのボーリングで分布が確認されており，

連続性が良い。

Ｆ4 断層は，６号炉西方の限られた範囲にのみ分布し，連続性が悪い。

５号炉
６号炉７号炉

Ｆ2断層分布図

５号炉
６号炉７号炉

Ｆ3断層分布図

５号炉
６号炉７号炉

Ｆ4断層分布図
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Ｌ１，Ｌ２断層の性状

Ｌ1・Ｌ2 断層は，北東-南西走向で低角度南東傾斜のＬ1 断層と，これから分岐する層理面に平

行なＬ2 断層からなる。

Ｌ1 断層は幅0cm～85cm （平均15cm）の，Ｌ2 断層は幅0cm～65cm（平均7cm）のそれ

ぞれ亜角礫を含む破砕部を伴う。破砕幅は断層合流部付近で大きくなる傾向がある。

Ｌ1断層（6号炉Ｌ1坑西側壁）

亜角礫を含む
破砕部

西山層

破砕部

西山層

西山層

Ｌ2断層（6号炉アクセス坑西側壁）

西山層
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７号炉汀線直交断面図

西山層

新期砂層

番神砂層・大湊砂層

古安田層

55

Ｌ１，Ｌ２断層の連続性

Ｌ1 断層及びＬ2 断層は，試掘坑調査及び６号炉，７号炉周辺のボーリング調査によって連続性

を確認している。

Ｌ1断層はＦ3断層より下位には分布しない。また，Ｌ2断層はＬ1断層より下位には分布しない。

Ｌ1・Ｌ2断層分布図

西山層
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西山層

56

Ｌ１，Ｌ２断層及びＦ3断層との関係

Ｌ1断層はＬ2断層に分岐するほか，下方に向かって複数の断層に分岐している。

Ｌ1断層はＦ3断層を変位・変形させている。

※Ｌ2断層は，Ｌ1断層近傍でほぼ水平となり，さらに逆傾斜となって
Ｌ1断層に合流する。

※Ｌ1断層はＦ3断層に合流し，Ｆ3断層より下位には延長しない。
Ｌ1断層はＦ3断層の主要部（Ｆ3-2断層）を変形させ，一部（Ｆ3-3断層）を
変位させている。また，Ｌ1断層の分岐断層はＦ3断層に合流する。

Ｌ1断層とＦ3断層の
関係模式図
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②
⑦

⑪

㉒

⑭

⑲
㉕

㉚

㉟

注）断層交差部が点線の部分は切り合い関係未確認。
また，Ｆ2断層と他の断層との切り合い関係は未確認。
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断層の切り合い関係

Ｖ2 断層はＦ3 断層及びＦ4 断層と切

り切られの関係にある。

Ｆ3 断層はＶ2 断層と切り切られの関

係にあり，Ｖ3 断層及びＶ4 断層を切

る。また，Ｆ4 断層はＶ2 断層と切り

切られの関係にある。

Ｌ1 断層はＶ1，Ｖa，Ｖb，Ｖc 断層

を切り，Ｆ3断層を変位・変形させる。

また，Ｌ2断層に分岐する。

以上のことから，Ｖ系断層，Ｆ系断

層及びＬ1・Ｌ2 断層は，大局的には

ほぼ同時期に活動していると考えら

れるが，Ｖ系断層ではＶ2断層が，Ｆ

系断層ではＦ3断層及びＦ4断層が，

Ｌ1断層及びＬ2断層が相対的により

新しく，これらの中でもＬ1断層及び

Ｌ2断層が最も新しい時代まで活動し

た断層であると判断される。

西山層

西山層

古安田層
古安田層

断層切り合い関係模式図

断層切り合い関係スケッチ位置図

西山層
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断層の活動性

 断層の規模及び切り合い関係から，活動時期がより新しいと判断されるＬ1断層，

Ｌ2断層並びにＶ2断層，Ｆ3断層を選定し，試掘坑による追跡調査を実施した。

西山層

古安田層

7号炉

V 1

Ｖ2坑最終切羽
（標高約9m）

断層活動時期の確認位置

※地質水平断面図は6・7号機原子炉建屋設置レベル（標高約－13m）

V a

V b

V 2

V c

V 3

V 4
6号炉 5号炉

Ｌ
1

Ｌ1坑最終切羽付近
（標高約－20m）

Ｌ2坑最終切羽付近
（標高約－17m）

Ｆ3坑最終切羽付近
（標高約－8m）

Ｆ3
Ｌ2

古安田層

斜
坑

試掘坑（標高約－25m）

試掘坑（標高約－30m）

試掘坑
（標高約－13m）

Ｆ2

試掘坑（標高約－20m）
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L1断層の活動性

古安田層
（Ａ2部層）

西山層

 Ｌ1断層と古安田層との関係を確認するため，試掘坑による追跡調査を実施した。

 その結果，Ｌ1断層は古安田層と西山層の境界面に変位を与えておらず，かつ，

古安田層（Ａ2部層）中には延びていないことを確認した。



6060

L2断層の活動性

古安田層（Ａ2部層）西山層 同左拡大写真

 Ｌ2断層と古安田層との関係を確認するため，試掘坑による追跡調査を実施した。

 その結果，Ｌ2断層は古安田層と西山層の境界面に変位を与えておらず，かつ，古

安田層（Ａ2部層）中に延びていないことを確認した。
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Ｖ2断層の活動性

古安田層
（Ａ3部層）

西山層

 Ｖ2断層と古安田層との関係を確認するため，-20ｍ坑から鉛直上方に試掘坑による

追跡調査を実施した。

 その結果，Ｖ2断層は古安田層と西山層の境界面に変位を与えておらず，かつ，古

安田層（Ａ3部層）中には延びていないことを確認した。
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Ｆ3断層の活動性

古安田層（Ａ2部層）西山層古安田層
（Ａ2部層）

西山層

 Ｆ3断層と古安田層との関係を確認するため，-20ｍ坑から試掘坑による追跡調査

を実施した。

 その結果，Ｆ3断層は西山層上限面にごく僅かの変位を与えているものの，古安

田層（Ａ2部層）に入ってすぐに消滅していることを確認した。
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まとめ（大湊側）

 大湊側の敷地に分布する断層は，ＮＷ－ＳＥ～ＮＮＷ－ＳＳＥ走向で高角度の断層

（Ｖ系断層），層理面に平行な断層（Ｆ系断層），ＥＮＥ－ＷＳＷ走向で低角度で

南に傾斜するＬ1断層とそれから分岐する層理面に平行なＬ2断層に分類できる。

 断層性状（破砕幅，変位量等）に基づき，Ｖ系はＶ２断層，Ｆ系はＦ３断層，Ｌ系は

Ｌ１断層が代表性を有する断層と評価される。

 このうち，Ｌ１断層はＶ系断層の多くを切り，Ｆ３断層を変位・変形させていること

から最新活動を有する断層であると評価。

 試掘坑による追跡調査の結果，Ｌ1断層及びＬ2断層はそれぞれ古安田層Ａ2部層中に

延びていないこと，Ｖ2断層は古安田層Ａ3部層中に延びていないこと，Ｆ3断層は西

山層上限面にごく僅かの変位を与えているが，古安田層Ａ2部層に入ってすぐに消滅

していることを確認した。

 以上のことから，いずれの断層も古安田層堆積終了以降，すなわち約20万年前以降

の活動はないと判断される。
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荒浜側の敷地に分布する断層の評価
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１号炉 ２号炉

３号炉 ４号炉

65

荒浜側原子炉施設設置位置付近の地質・地質構造

 １号～４号炉周辺に分布する断層は，ＮＮＷ－ＳＳＥ走向で高角度の断層（Ｖ系断層），西山層の層理面に

平行な断層（Ｆ系断層），ＮＷ－ＳＥ走向で中角度北東傾斜の①断層とＮＷ－ＳＥ走向高角度南西傾斜の②

断層，及びＮＮＥ－ＳＳＷ走向で高角度東傾斜のα・β断層からなる。

１号～４号炉原子炉施設設置位置付近（標高約－39m）の地質水平断面図

A A’

Ｂ
’

Ｂ

α

β

西山層西山層
灰爪層

古安田層

古安田層

3V
-5 3V

-3
3V-1 3V-4

①

②

②

Ｆ
5

Ｆ
5

3V-2
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汀線平行方向の地質鉛直断面図

西山層

古安田層

椎谷層

新期砂層

古安田層
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汀線直交方向の地質鉛直断面図

西山層

古安田層

古安田層
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反射法地震探査測線位置図

（縦：横＝5:1）

（縦：横＝5:1）

3V-1～3V-5断層延長位置①・②断層分布位置

ＮＳ

ＮＳ

KK-a測線拡大

KK-a測線

反射法地震探査結果（KK－a測線）

 １号～４号炉西方の汀線平行測線（KK-a測線）においては，地震を発生させる
ような地下深部に連続する断層は確認されない。
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反射法地震探査測線位置図

反射法地震探査結果（KK－2測線）

ＮＳ

ＮＳ
3V-1～3V-5断層延長位置

（縦：横=1：1)

（縦：横=1：1)KK-2測線

KK-2測線拡大

 １号～４号炉東方の汀線平行測線（KK-2測線）においては，地震を発生させる
ような地下深部に連続する断層は確認されない。
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反射法地震探査測線位置図

反射法地震探査結果（KK－f測線）

Ｗ Ｅ

ＥＷ

（縦：横=1：1)

（縦：横=1：1)KK-ｆ測線

KK-ｆ測線拡大

 １号～４号炉北方の汀線直交測線（KK-f測線）においては，地震を発生させる
ような地下深部に連続する断層は確認されない。



7171
反射法地震探査測線位置図

反射法地震探査結果（KK－1測線）

Ｗ Ｅ

Ｗ Ｅ

α・β断層延長位置 3V-1～3V-5断層延長位置

（縦：横=1：1)

（縦：横=1：1)

KK-1測線

KK-1測線拡大

 １号～４号炉南方の汀線直交測線（KK-1測線）においては，地震を発生させる
ような地下深部に連続する断層は確認されない。
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3V-1断層（3V-1坑9基目切羽）

72

Ｖ系断層の性状

Ｖ系断層は3Ｖ-1，3Ｖ-2，3Ｖ-3，3Ｖ-4及び3Ｖ-5断層からなる。

Ｖ系断層は３号炉試掘坑調査で確認している。

Ｖ系断層は，北北西-南南東走向で高角度西傾斜の断層（3Ｖ-1～3Ｖ-4断層）と，北北西-南南東走向で高角

度東傾斜の断層（3Ｖ-5断層）からなる。

いずれも破砕部と薄い粘土を伴い，破砕部は平均幅8cm～15cm程度，粘土は平均幅フィルム状～0.1cm程

度である。破砕幅は3Ｖ-1断層で最も厚く，最大44cmを示している。

V系断層の一例

破砕部 西山層西山層
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Ｖ系断層の変位量

変位センスは，西傾斜の3Ｖ-1～3Ｖ-4断層では西落

ちを示し，条線方向も縦ずれを示すことから西落ち正

断層である。

東傾斜の3Ｖ-5断層では東落ちを示し，条線方向も縦

ずれを示すことから東落ち正断層である。

Ｖ系断層の変位量は，近傍に分布する同系統の小断層

の変位量を含めると，3Ｖ-1断層で約4.6ｍ，3Ｖ-2

断層で約6.3ｍ，3Ｖ-3断層で約4.0ｍ，3Ｖ-4断層で

約3.1ｍ，3Ｖ-5断層で約1.1ｍとなっている。Ｖ系断層の条線方向

Ｖ2断層の変位量（Ｖ2坑）

※変位量は，凝灰岩層を基準として約5.3ｍである。近傍の同系の
断層の変位を加えると合計約6.3ｍとなる。

※断層の走向傾斜は
代表的な値を表記
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※断層の走向傾斜は
代表的な値を表記

74

Ｆ系断層の性状

Ｆ系断層は，西北西-東南東走向で南に緩く傾斜する

西山層の層理面に平行な断層で，Ｆ5断層が分布する。

平均幅5cm程度の破砕部及び平均幅6.6cm程度の黒

色粘土を伴う。

条線方向はばらついているが，西北西-東南東方向及

び南-北方向を示すものが多い。

Ｆ5断層の条線方向

Ｆ5断層（Ｆ5 試料採取坑）

黒色粘土

破砕部

西山層

西山層

ノジュール

破砕部

黒色粘土

破砕部

西山層

西山層

破砕部
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Ｆ系断層の連続性

荒浜側で実施したボーリング調査から，Ｆ5断層の分布及び連続性を把握した。

Ｆ5断層は，荒浜側のほとんどのボーリングで分布が確認されており，連続性が良い。

２号炉

３号炉 ４号炉

Ｆ5断層分布図



7676

①，②断層の性状

①・②断層は，北西-南東走向で中角度北東傾斜の①断層と，北西-南東走向で高角度南西傾斜

の②断層からなる。

①断層は平均幅280cm程度の，②断層は平均幅220cm程度のそれぞれ亜角礫を含む破砕部

を伴う。断層面が不明瞭となる場合がある。

①・②断層の破砕部性状（①断層：-39ｍ①坑切羽）

西山層

破砕部 西山層

破砕部
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①，②断層の連続性及び変位量

 ①断層及び②断層は，試掘坑調査及びボーリング調査によって連続性，変

位量を確認している。

 西方延長部及び東方延長部はそれぞれ側方断層に連続し，平面的には北西-

南東方向に延びる環状を呈し，断面的にはＦ5断層より下位には延びておら

ず，舟底状を呈する。

 ①断層及び②断層の変位量は，鍵層の分布から正断層的に最大約29ｍと推

定される。また，北西側の側方断層は正断層，南東側の側方断層は逆断層

である。

 以上より，①・②・Ｆ5断層に囲まれた土塊は，全体として正断層的に落ち

込むとともに，北西から南東方向に移動した地すべり土塊と考えられる。

①・②断層の分布形態（平面図）

鍵層名称
Nt-○：凝灰岩層
Np-○：軽 石 層

※西山層中の鍵層のうち，暗灰色～
灰白色凝灰岩（Nt-16）を着色表示。

Ａ－Ａ’断面

Ｂ－Ｂ’断面 Ｃ－Ｃ’断面
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α，β断層の性状

α断層及びβ断層は，北北東－南南西走向で高角度東傾斜（一部鉛直ないし西傾斜）の

断層からなり，両断層は40ｍ～50ｍ程度の間隔でほぼ平行に分布している。

α断層は幅0～50cm程度の破砕部と幅0.1～2cm程度の粘土を伴い，β断層は幅0～

50cm程度の破砕部と幅0.1～4cm程度の粘土を伴う。粘土は比較的良く固結している。

β断層の破砕帯性状：β断層立坑

埋戻し土
（砕石）

西山層

西山層 西山層粘土
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α，β断層の変位量（基礎面観察結果）

１号炉及び２号炉基礎底盤におけるα・β断層の変位量

 α断層の変位量は，１号炉南端部で0cm，中

央部付近までは数cm程度，北部では数10cm

～1.3ｍとなり，２号炉南側壁面の標高-20

ｍ付近で最大6.2ｍを示し，その北側では1.9

ｍ，0.65ｍ，0.2ｍと北に向かって減少して

いる。

 β断層の変位量は，１号炉南東部では数cm程

度，北東部では数10cm程度となり，２号炉

南側壁面の標高-20ｍ付近で最大7.2ｍを示

し，これより北側ではややばらつくものの２

号炉北部では数10cm程度となり，２号炉北

端近くで消滅している。

 以上のように，α・β断層の変位量は，平面

的には１号炉と２号炉の中間部付近でやや大

きく，北及び南に向かって減少し，断面的に

は標高-20ｍ付近で最も大きく，上方及び下

方に向かって減少する傾向が認められる。

α断層の変位量
β断層の変位量
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3V-1断層の活動性

 3V-1断層と古安田層の関係を確認するため，-20ｍ坑から東北東に試掘坑を掘

削して3V-1断層の延長部を確認した後，上方に向かって試掘坑による追跡調査

を実施した。

 その結果，3V-1断層は古安田層と西山層の境界面に変位を与えておらず，かつ，

古安田層（Ａ2部層）中には延びていないことを確認した。

3V-1断層と古安田層との関係（3V-1坑最終切羽） 3V-1坑最終切羽写真 3V-1坑最終切羽拡大写真

古安田層
（Ａ2部層）

西山層
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①断層の活動性

 ①断層と古安田層との関係を確認するため，-20ｍ坑から東北東に試掘坑を掘

削して①断層の延長部を確認した。

 その結果，①断層は古安田層と西山層の境界面に変位を与えておらず，かつ，

古安田層（Ａ2部層）中に延びていないことを確認した。

①断層と古安田層との関係（①坑南側壁） ①坑南側壁①断層写真

古安田層
（Ａ2部層）

①断層破砕部

古安田層
（Ａ2部層）

西山層

西山層
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α断層の活動性

 １号炉敷地造成法面においてα断層と古安田層との関係を調査した。

 その結果，α断層は古安田層Ａ3部層中に連続し，古安田層と西山層の境界面及び

古安田層に変位を与えているものの，古安田層中の低角度小断層で止まっており，

これより上位には延びておらず，少なくとも大湊砂層の基底面には変位を与えて

いないことを確認した。

α断層写真

１号炉北側法面位置図 α断層スケッチ

Ｗ
Ｅ

１号炉北側法面写真（標高5ｍ～15ｍ）

古安田層Ａ3部層

１号炉北側法面地質スケッチ
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β断層の活動性

 １号炉敷地造成法面においてβ断層と古安田層との関係を調査した。

 その結果，β断層は古安田層Ａ3部層中に連続し，古安田層に変位を与えているも

のの，古安田層中の低角度小断層で止まっており，これより上位には延びておら

ず，少なくとも大湊砂層の基底面には変位を与えていないことを確認した。

１号炉北側法面地質スケッチ β断層スケッチ（1号炉北側法面）

１号炉北側法面位置図

β断層写真
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まとめ（荒浜側）

 荒浜側の敷地に分布する断層は，ＮＮＷ－ＳＳＥ走向で高角度の断層（Ｖ系断層），

西山層の層理面に平行な断層（Ｆ系断層），ＮＷ－ＳＥ走向で中角度北東傾斜の①

断層とＮＷ－ＳＥ走向高角度南西傾斜の②断層，及びＮＮＥ－ＳＳＷ走向で高角度

東傾斜のα・β断層からなる。

 荒浜側に分布する断層は，大湊側の断層に連続せず，１号~４号炉周辺で実施した反

射法地震探査結果によれば，いずれの測線においても地震を発生させるような地下

深部に連続する断層は確認されない。

 また，試掘坑による追跡調査の結果，3V-1断層及び①断層はそれぞれ古安田層Ａ2部

層中に延びていないことを確認している。また，α・β断層は１号炉北側法面にお

いて古安田層Ａ3部層中に連続するものの，古安田層中の低角度小断層で止まってお

り，これより上位には延びておらず，少なくとも大湊砂層の基底面には変位を与え

ていないことを確認している。

 以上より，荒浜側に分布する断層は，いずれも震源として考慮する活断層ではない

と評価される。


